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発表要旨： 

 C. S. パースの記号論には、自然的事象を含むあらゆる事象を記号過程として捉える汎

記号論的側面があることは、一般に認められるだろう。「宇宙論的」とも言われる彼の記

号論の延長線上に、動物記号論や生命記号論のような記号論の自然化とでも呼ぶべき多数

の試みがなされてきたという事実もある。 

 そうした理解によれば、記号はその第一義的な解釈者と思われる人間を離れ、自然に内

在し、偏在するものとして位置付けられることになる。動物や生命だけではない。生命発

生以前にも原初的な記号現象が存在したと捉える傾向は、ホフマイヤーのような生命記号

論者においても見られる。ベイトソンの情報観も、これにかなり類似している。そしてそ

うした主体なしの記号観は、近年の AI のような無機的システムにおける情報処理の成功

とも通じているように見える。 

 しかし、主体なしの記号現象とは、いったい何だろうか。パースのように、最初に記号

ありきと想定しても良いが、それはそう信じることによって成り立つ、まさに形而上学で

あって、根拠なくそう想定する観察者とセットである。本発表では、大規模言語モデルの

新しい理解の可能性を示している集合的予測符号化（CPC）理論との関係も併せて、この

問題を考えてみたい。 
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